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前回からの進展

• サスペンション熱雑音の再計算
（バイオリンなし→私の近似式→山元計算）

• 熱雑音低減の可能性を探る

• 最適化の再計算



中性子連星

前回見せた上のほうのつぶれてたところがよくなっている



ブラックホール連星

前ページのDRSEと似た傾向

10Ms-10Ms
パワーも各点で最適化済み



1kHzの感度

以上の４つをまとめて考える

BRSE



勾配

右上:BBH norm by 1.2Gpc
左上:BNS norm by 230Mpc

(DRSE)
左下:BNS norm by 150Mpc

(BRSE)
右下:1kHz norm by 1.2e-23

重みを考えたい



エクセルを見てください

規格化は
1.2e-23,150M,230M,1.2Gpc
重みは
20%,10%,50%,20%

各人で試してください



バランスドパラメタ

T=0.008, rs=0.94, 75W for both, SN=10 at 235Mpc (D) 138Mpc (B)
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